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株主各位

証券コード　6777
2023年６月６日

(電子提供措置の開始日2023年5月30日)
株 主 各 位

愛知県小牧市大字大草字年上坂5823番地

代表取締役社長 鄭󠄁 　 元 鎬

【当社ウェブサイト】
　https://www.santec.com/jp/ir/shareholders/

【株主総会資料　掲載ウェブサイト】
　https://d.sokai.jp/6777/teiji/

【東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】
　https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「santec Holdings」又は
「コード」に当社証券コード「6777」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選
択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認ください。）

第44回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第44回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）に
ついて電子提供措置をとっておりますので、いずれかのウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認
くださいますようお願い申し上げます。

　なお、当日ご出席されない場合は、インターネット又は書面（郵送）によって議決権を行使す
ることができますので、株主総会参考書類をご検討のうえ、2023年６月20日（火曜日）午後６
時までに議決権を行使してくださいますようお願い申し上げます。

敬　具
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株主各位

１．日 時 2023年６月21日（水曜日）午前10時
２．場 所 愛知県小牧市大字大草字年上坂5823番地

当社　santecホール（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）
３．目 的 事 項
報 告 事 項 １. 第44期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業報告、連結計算

書類ならびに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
２. 第44期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案
第２号議案

剰余金の処分の件
取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

株主総会にご出席の株主様へのお土産のご用意はございません。何卒ご理解いただきますようお願い申し上
げます。

記

以　上

　書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場合
は、賛成の表示があったものとしてお取り扱いいたします。
　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上
げます。
　電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の各ウェブサイトにおいて、その旨、修正前
及び修正後の事項を掲載いたします。
　本株主総会においては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を記載した書面（本招集
ご通知の添付書類）をお送りしておりますが、電子提供措置事項のうち、連結計算書類の連結注記表及び計算書
類の個別注記表につきましては、法令及び当社定款第15条の規定に基づき、当該書面には記載しておりません。
連結注記表及び個別注記表は、会計監査人及び監査等委員会の監査の対象に含まれております。
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆さまの大切な権利です。
後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申し上
げます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

議決権行使書用紙を会場受付にご提
出ください。

議決権行使書用紙に議案に対する賛
否をご表示のうえ、ご返送くださ
い。

次ページの案内に従って、議案の賛
否をご入力ください。

日　時 行使期限 行使期限

2023年６月21日（水曜日）
午前10時（受付開始：午前９時）

2023年６月20日（火曜日）
午後６時00分到着分まで

2023年６月20日（火曜日）
午後６時00分入力完了分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。

第１号議案

◦ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 反対する場合 「否」の欄に〇印

第２号議案

◦ 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 全員反対する場合 「否」の欄に〇印

◦ 一部の候補者を
反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。※議決権行使書用紙はイメージです。

見 本

書面（郵送）及びインターネットの両方で議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行使を有効な議決権行使としてお取り扱い
いたします。また、インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱いいた
します。
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インターネットによる
議決権行使方法のご案内

インターネット行使期限
2023年６月20日（火）午後６時

スマートフォン等による議決権行使方法
❶議決権行使書用紙に記載のQR
コードを読み取ります。

❷株主総会ポータルトップ画面
から「議決権行使へ」ボタン
をタップします。

❸スマート行使®トップ画面が表示
されます。以降は画面の案内に
従って賛否をご入力ください。

※�QRコードは（株）デンソーウェーブの
登録商標です。

PC等による議決権行使方法
以下のURLより議決権行使書用紙に記載のログイン
ID・パスワードをご入力のうえアクセスしてください。
ログイン以降は画面の案内に従って賛否をご入力
ください。
株主総会ポータルURL
▶https://www.soukai-portal.net
議決権行使ウェブサイトも引き続きご利用いただけます。
▶https://www.web54.net

「議決権行使へ」をクリック！

ご注意事項
●�一度議決権を行使した後で行使内容を変更される場合、議決権行使書
用紙に記載の「議決権行使コード」「パスワード」をご入力いただく
必要があります。
●�書面とインターネット等により重複して議決権を行使された場合は、
インターネット等による議決権行使を有効なものといたします。また、
インターネット等によって複数回議決権を行使された場合は、最後に
行われたものを有効な議決権行使としてお取扱いいたします。
●�１・４・７・10月の第１月曜日０：00～５：00は、メンテナンスの
ためご利用いただけません。

お問い合わせ
三井住友信託銀行
証券代行ウェブサポート
専用ダイヤル

0120-652-031
（受付時間　９時～21時）

ぜひQ&Aも
ご確認ください。

2023/05/25 10:04:56 / 22950437_ｓａｎｔｅｃ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ株式会社_招集通知_電子提供措置用

インターネットによる議決権行使のご案内
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当事業年度の事業の状況

（2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで）

（添付書類）
事　 業　 報　 告

１．企業集団の現況
⑴　当事業年度の事業の状況

①　事業の経過及び成果
当連結会計年度（2022年４月１日から2023年３月31日まで、以下、「当期」）の世界情勢

は、新型コロナウイルス感染症に対する防疫と経済活動の両立が進む一方で、部材の供給不足、
急激な為替変動に加え、世界的なインフレやロシア・ウクライナ情勢の長期化による原材料価格
の高騰の継続など、先行きが不透明な状況が続いております。

光通信関連市場におきましては、各種クラウドサービスの利用拡大を背景とした、通信トラフ
ィックの世界的な増加に伴い、ネットワークインフラ、データセンタ向けの投資が順調に行われ
ました。国内外では、５G通信網に代わる次世代のサービスに向けた研究開発が推進しておりま
す。

当社の産業用光測定器の主な販売先である半導体市場におきましては、半導体用シリコンウエ
ハの製造における設備投資の需要が好調に推移いたしました。

眼科医療機器市場におきましては、世界的な高齢化による白内障手術の需要の高まりにより、
世界各国の医療機関における眼軸長測定装置の導入が増加しております。

このような状況のなか、当社は2023年３月期の基本方針として「市場重視の製品開発を推
進」を掲げ、事業活動に取り組んでまいりました。また、展示会で製品PRを行うとともに、段
階的に再開した対面での営業活動を積極的に行ってまいりました。

当期の売上高は、15,246百万円（前期比71.5％増）となりました。これは、医療用及び産業
用の光測定器の販売が好調に推移したこと、2021年10月に買収した２社の売上が寄与したこと
によるものです。

円安の影響により、営業利益は3,982百万円（前期比145.0％増）、経常利益は4,246百万円
（前期比119.8％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は3,001百万円（前期比82.2％増）と
なりました。
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当事業年度の事業の状況

セグメント別の状況は次のとおりであります。
⑴　光部品関連事業

当事業では、主に光伝送機器メーカーに対して光モニタ、光アッテネータ、光フィルタ等
の光通信用部品を提供しております。また、LCOS技術を利用した空間光変調器を光計測、
光加工、光情報処理分野に提供しております。

当事業を取り巻く光通信関連市場におきましては、通信トラフィックの増加に伴い、世界
各国で５Ｇ通信網やデータセンタの設備投資の増強が進められました。

当社は、製品の超小型化や多機能化など顧客ニーズに応えるための製品開発に取り組んで
まいりました。

その結果、当期は、米国において光モニタの販売が増加し、売上高は、4,244百万円とな
り前期の3,079百万円に比べ37.8％増加しました。セグメント利益は、利益率の高い製品を
多く販売したことにより、1,054百万円となり、前期のセグメント利益403百万円と比べ
161.3％増益となりました。

2021年より国立研究開発法人情報通信研究機構の「Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ研究開発促進事
業」委託研究にも取り組んでおります。2022年度は、非対称データ通信を効率的に収容可
能な、マルチコアファイバに基づく空間分割多重光ネットワーク技術の実証に成功しまし
た。

⑵　光測定器関連事業
当事業には（１）光通信用光測定器事業、（２）産業用光測定器事業、（３）医療用光測

定器事業が含まれております。
当期の売上高は10,691百万円と、前期の5,672百万円から88.5％増加しました。セグメ

ント利益は2,918百万円となり、前期のセグメント利益1,257百万円に比べて132.1％増益
となりました。

光通信用光測定器につきましては、2021年10月に買収した２社の売上が寄与し、前期に
比べ大幅に増収となりました。また中国、日本における研究機関向けの波長可変光源の販
売が前期を上回る水準で推移いたしました。買収した２社と製品の統合を進め、それぞれ
の販売網を活かしながら、拡販を進めてまいりました。第４四半期には、３社で共同開発
した波長掃引型フォトニクスアナライザ（SPA-100）及び光パワーメータ（OPM-200）
の販売を開始しました。

産業用光測定器におきましては、日本、中国における半導体用シリコンウエハの製造にか
かる設備投資の需要が高く、販売が好調に推移し、前期比で増収となりました。第３四半
期には、ウエハの厚み分布を１nm(1/1,000,000 mm)の精度で計測可能なウエハ厚分布測
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当事業年度の事業の状況

売上高の内訳 （単位：千円）
第43期

(2022年３月期)
第44期

(2023年３月期) 構成比 前期比

光 部 品 関 連 事 業 3,079,426 4,244,105 27.8％ 37.8％

光 測 定 器 関 連 事 業 5,672,065 10,691,341 70.1 88.5

そ の 他 138,946 310,723 2.1 123.6

合 計 8,890,439 15,246,170 100.0 71.5

定器（TMS-2000）の販売を開始しました。従来装置では課題となっていました温度変動
や振動などの環境変化に対し高い耐性を実現しております。

医療用光測定器につきましては、米国を中心に光学式眼内寸法測定装置（製品名：
ARGOS®）の販売が前期に比べ大幅に増加しました。2019年にARGOS®の販売代理店で
あるAlcon社と戦略的アライアンスを締結以来、同社と連携したマーケティング及び販売戦
略が奏功いたしました。現在、北米、ヨーロッパをはじめ認証国は30ヶ国を越え、引き続
き、認証国を増やす取り組みをしております。

②　設備投資の状況
当連結会計年度において実施した設備投資の総額は542百万円であります。その主なものは、

研究開発強化のための設備及び生産能力増強・生産効率改善のための製造設備等であります。事
業セグメント別の金額は、光部品関連事業が164百万円、光測定器関連事業が272百万円であり
ます。なお、当連結会計年度における設備投資に要した資金は自己資金の充当によるものであり
ます。

③　資金調達の状況
当連結会計年度における資金調達について、特に記載すべき事項はありません。

④　事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
該当事項はございません。

（注）2022年11月11日に締結いたしました吸収分割契約に基づき、2023年４月１日付で当社のAOCカ
ンパニー事業を当社100％出資の子会社santec AOC株式会社へ、LISカンパニー事業をsantec LIS
株式会社へ、OISカンパニー事業をsantec OIS株式会社へ、国内販売事業及びソリューション事業
をsantec Japan株式会社へ、それぞれ承継いたしました。
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財産及び損益の状況の推移

区　　分 第 41 期
（2020年３月期）

第 42 期
（2021年３月期）

第 43 期
（2022年３月期）

第 44 期
（当連結会計年度）
（2023年３月期）

売 上 高
(千円) 6,382,727 7,509,942 8,890,439 15,246,170

経 常 利 益
(千円) 1,023,639 1,588,856 1,932,172 4,246,452

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益

(千円)
831,046 1,106,666 1,647,741 3,001,874

１株当たり当期純利益
(円) 70.66 94.10 140.11 255.25

総 資 産
(千円) 11,007,647 12,561,465 16,353,010 19,605,292

純 資 産
(千円) 9,111,720 10,386,194 11,872,879 14,334,361

１ 株 当 た り 純 資 産 額
(円) 774.77 883.14 1,009.55 1,218.86

⑵　財産及び損益の状況の推移

（注）１．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第43期の期首から適
用しており、第43期以降に係る財産及び損益の金額については、当該会計基準等を適用した後の金額
となっております。

２．当連結会計年度において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、第43期の関連す
る財産及び損益の金額は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重要な見直しが反
映された後の金額となっております
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重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 議決権比率 主 要 な 事 業 内 容
千円 ％

SANTEC U.S.A. CORPORATION 27,537 （※）100.0 光部品及び光測定器の販売

SANTEC EUROPE LTD. 42,448 100.0 光部品及び光測定器の販売

圣徳科(上海)光通信有限公司 48,110 100.0 光部品及び光測定器の販売

Santec Canada Corporation 9 100.0 光測定器の開発、製造、販売

Santec California Corporation 330 （※）100.0 光測定器の開発、製造、販売

SANTEC GLOBAL CORPORATION 68,842 100.0 米国子会社及び孫会社の経営管
理、資金管理並びに研究開発

⑶　重要な子会社の状況

（注）１． 議決権比率の（※）印は、間接保有を含んでおります。
２． 2022年10月31日付でSANTEC GLOBAL CORPORATIONを設立したことに伴い、当連結会計

年度より新たに連結の範囲に含めております。
3． SANTEC U.S.A. CORPORATIONに対する当社の議決権比率は、当社の子会社であるSANTEC 

GLOBAL CORPORATIONを通じての間接所有分です。
4． Santec California Corporationに対する当社の議決権比率は、当社の子会社であるSANTEC 

GLOBAL CORPORATION及び孫会社であるSANTEC U.S.A. CORPORATIONを通じての間
接所有分です。

5． Santec Canada Corporationは、2022年11月16日にJGR Optics Inc.から商号変更いたしまし
た。

６． Santec California Corporationは、2022年10月12日にOptoTest Corp.から商号変更いたしまし
た。
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対処すべき課題

⑷　対処すべき課題
当社グループの主な事業分野である光通信市場においては、世界的な通信トラフィックの増加

により通信事業者の設備投資が堅調に推移しております。このような状況のもと、当社グループ
が第45期（2023年４月１日から2024年３月31日まで）に対処すべき重点課題は次のとおりで
あります。

① 研究開発に向けた取り組み
当社グループは、2024年３月期の基本課題として「高付加価値な新製品を開発し市場牽引」

を目標に掲げております。潜在的なお客様のニーズをつかみ、必要とされる新製品の開発を進め
ることで、各市場でトップを目指してまいります。

光部品関連事業では、お客様からの要求の高い超小型で高性能な製品開発を推進してまいり
ます。

光測定器関連事業の光通信分野におきましては、買収した２社と製品の統合を段階的に進め
ております。さらに３社のノウハウを掛け合わせた新製品の開発を積極的に行ってまいります。
産業分野におきましては、最先端の光計測技術で新たな市場開拓と製品開発に注力してまいりま
す。医療分野におきましては、患者様のＱＯＬ向上に役立つ次世代製品の研究開発に努めてまい
ります。

② 人材採用・育成に向けた取り組み
当社グループは、多様な人材が集結し、働きがいのある会社の形成を目指しています。社内に

異なる経験・技能・属性を反映した多様な視点や価値観が存在することが、グループの持続的成
長の原動力となると考えております。

採用方針につきましては、多様性及びグローバルな視野を重視し、性別や国籍を問わず、様々
な職歴をもつキャリア採用を積極的に行っております。

2023年３月末現在、外国籍の社員は全体の36％おり、20か国の社員が活躍しています。年に
２度、学会展示会形式で行われる全社員会議で、社員同士の親睦や交流を深めています。

経営理念であるＩＣＣベンチャースピリット（自主性、創造性、目的意識性）を尊重した企業
風土のなか、社員一人一人の特性や能力を最大限生かすことのできる職場環境の整備や教育研修
の強化に取り組み、人材育成を進めてまいります。

③ グループ経営基盤の強化
持続的成長を加速させる取り組みとして、当社は2021年に２社の買収を実施し、2023年４月

１日には、持株会社体制へ移行いたしました。
成長の加速には、分社した各事業会社へ権限を委譲し、明確化された経営責任のもと、迅速

な意思決定・機動的な業務執行体制の構築と、継続的な改善が必要と考えております。

－ 10 －
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対処すべき課題

各事業会社の強みを活かしながら、グループシナジーの創出と各事業会社が保有するノウハ
ウやリソースの共有などグループ内で連携を進め、企業価値を高めてまいります。

さらに、当社グループは手元資金を新製品の開発、生産設備への投資及びＭ＆Ａに有効活用
し、持続的な成長の実現を目指してまいります。

また、取締役会の実効性と内部統制の強化を図り、コーポレートガバナンスの向上を推進し
てまいります。
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主要な事業内容、主要な営業所及び工場

分 類 主 要 製 品

光 部 品 関 連 事 業 光部品の開発・製造・販売

光パワーモニタ
光減衰器
光スイッチ
光フィルタ
空間光変調器（SLM）

光 測 定 器 関 連 事 業
光測定器及びレーザー光源ならびに
OCT（光干渉断層画像計）関連製品
の開発・製造・販売

波長可変光源
高速スキャニングレーザー
光インスツルメンツ
OCT(光干渉断層画像計)
光学式眼内寸法測定装置

⑸　主要な事業内容（2023年３月31日現在）

本　社 愛知県小牧市、春日井市

工　場 同上

SANTEC U.S.A. CORPORATION アメリカ合衆国　ニュージャージー州

SANTEC EUROPE LTD. イギリス　オックスフォードシャー州

圣徳科(上海）光通信有限公司 中華人民共和国　上海市

Santec Canada Corporation カナダ　オンタリオ州

Santec California Corporation アメリカ合衆国　カリフォルニア州

SANTEC GLOBAL CORPORATION アメリカ合衆国　ニュージャージー州

⑹　主要な営業所及び工場（2023年３月31日現在）
①　当社の主要な営業所

②　子会社

－ 12 －
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使用人の状況、主要な借入先の状況

事業部門 使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

光部品関連事業 55  （23）名 －（７）名

光測定器関連事業 147  （83） 7（32）

そ の 他 ３  （－） △１（－）

全社（共通） 88  （14） 14 （５）

合計 293（120） 20（44）

使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

215（120）名 18（44）名 40.7歳 11.6年

⑺　使用人の状況（2023年３月31日現在）
①　企業集団の使用人の状況

（注）１. 使用人数は、就業人員であり、パート社員等は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しておりま
す。

２. 全社（共通）は、特定の事業に区分できない営業部門及び管理部門の使用人であります。

②　当社の使用人の状況

（注）使用人数は、就業人員であり、パート社員等は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

借　入　先 借　入　額

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 1,121百万円

⑻　主要な借入先の状況（2023年３月31日現在）
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株式の状況、新株予約権等の状況

①　発行可能株式総数 37,755,200株
②　発行済株式の総数 11,961,100株

（自己株式200,601株を含む）
③　株主数 5,468名
④　大株主（上位10名）

株 主 名 所 有 株 式 数 持 株 比 率

株 式 会 社 光 和 3,254,000株 27.67％

G e n s  G l o b a l 株 式 会 社 1,660,000 14.12

鄭󠄁 　 台 鎬 504,000 4.29

株 式 会 社 C h r o n o S o u r c e 504,000 4.29

定 村 幸 恵 344,000 2.93

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行
（信託口） 282,700 2.40

サ ン テ ッ ク 社 員 持 株 会 270,402 2.30

野 村 光 子 240,000 2.04

株 式 会 社 H A M J I N 150,000 1.28

山 下 恵 蓮 126,000 1.07

２．会社の現況
⑴　株式の状況（2023年３月31日現在）

（注）１．持株比率は自己株式(200,601株)を控除して計算しております。
２．鄭󠄁 台鎬氏については、上記の他に、役員持株会にて株式を所有しております。

⑤　当事業年度中に職務執行の対価として当社取締役に交付した株式の状況
　該当する株式等はありません。

⑵　新株予約権等の状況
　該当する新株予約権等はありません。
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会社役員の状況

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代表取締役社長 CEO 鄭󠄁 　 元 鎬 営業部門統括、海外事業統括、
SANTEC U.S.A. CORPORATION代表取締役

取 締 役 副 社 長  C S O 鄭󠄁 　 台 鎬 圣徳科（上海）光通信有限公司董事長
SANTEC EUROPE LTD.代表取締役

取 締 役 副 社 長  C O O 女 鹿 田 　 直 　 之 技術・生産・資材統括

取 締 役 副 社 長  C T O 鄭󠄁 　 昌 鎬 研究開発統括
SANTEC GLOBAL CORPORATION代表取締役

取締役（監査等委員） 宮 崎 綾 子 スリーエム ジャパン イノベーション株式会社
ジャパン リージョナルコントローラー

取締役（監査等委員） 松 川 知 弘 弁護士法人BridgeRoots名古屋 代表弁護士

取締役（監査等委員） 藤 吉 弘 亘 学校法人　中部大学　教授

⑶　会社役員の状況
①　取締役の状況（2023年３月31日現在）

（注）１. 当事業年度中の取締役の異動は次のとおりであります。
① 2022年６月29日開催の第43回定時株主総会終結の時をもって、常務取締役の杉本伸人氏は任期

満了により退任いたしました。
② 2022年６月29日開催の第43回定時株主総会終結の時をもって、取締役（監査等委員）の伊東和

男氏は任期満了により退任いたしました。
③ 2022年６月29日開催の第43回定時株主総会において、宮崎綾子氏は新たに取締役（監査等委

員）に選任され就任いたしました。
２. 取締役（監査等委員）の宮崎綾子氏、松川知弘氏及び藤吉弘亘氏は、社外取締役であります。
３. 取締役（監査等委員）の宮崎綾子氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する専門

的知見を有するものであります。
４. 取締役（監査等委員）の松川知弘氏は、弁護士の資格を有しており、企業関係法務に関する専門的知

見を有するものであります。
５. 取締役（監査等委員）の藤吉弘亘氏は、大学の教授であり、画像処理工学、コンピュータビジョン等

の技術に関する専門的知見を有するものであります。
６. 当社は、監査等委員会の職務を補助する内部監査室を設置し、内部統制システムを通じた組織的な監

査を実施することにより監査の実効性を確保していることから、常勤の監査等委員を選定しておりま
せん。

７. 当社は、取締役（監査等委員）の宮崎綾子氏、松川知弘氏及び藤吉弘亘氏を東京証券取引所に独立役
員として届け出ております。
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会社役員の状況

役員区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる
役員の員数

（名）固定報酬 業績連動
報酬 賞与

取締役（監査等委員を除く）
（ う ち 社 外 取 締 役 ）

178
（－）

90
（－）

43
（－）

43
（－）

5
（－）

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ）
（ う ち 社 外 取 締 役 ）

7
（7）

7
（7） － － 4

（4）
合 　 計
（うち社外役員）

185
（7）

97
（7）

43
（－）

43
（－）

9
（4）

②　責任限定契約の内容の概要
　当社と各社外取締役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠
償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、150万
円または法令が定める額のいずれか高い額としております。

③　役員等賠償責任保険契約の内容の概要
　当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締
結し、株主や第三者等から損害賠償請求を提起された場合において、被保険者が負担することに
なる損害賠償金・争訟費用等の損害を当該保険契約により塡補することとしております。当該保
険契約の被保険者は取締役であります。また、次回更新時には同内容での更新を予定しておりま
す。

④　当事業年度に係る報酬等の総額等

（注）１. 当社の取締役には使用人分給与を受領しているものはおりません。
２. 取締役（監査等委員を除く）の賞与を含めた報酬限度額は、2020年６月17日開催の第41回定時株主

総会において年額350百万円以内と決議いただいております。当該定時株主総会終結時点の取締役
（監査等委員を除く）の員数は５名です。

３. 監査等委員の報酬限度額は、2020年６月17日開催の第41回定時株主総会において年額30百万円以内
と決議いただいております。当該定時株主総会終結時点の監査等委員の員数は３名です。
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会社役員の状況

4. 上表の業績連動報酬の総額には、当事業年度における役員賞与引当金繰入額（取締役（監査等委員を
除く）４名に対し43百万円）が含まれております。

5. 上表の賞与の総額は、当事業年度における役員賞与引当金繰入額（取締役（監査等委員を除く）４名
に対し43百万円）であります。

6. 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針
(1) 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の決定方法

当社は、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針（以下、「決定方針」という。）を、2021
年3月19日開催の取締役会において決議しております。

(2) 決定方針の内容の概要
①　基本方針
  当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。以下同じ。）の報酬は、企業価値の持続的な向上
を図るインセンティブとして十分に機能する報酬体系とし、個々の取締役の報酬の決定に際しては
各職責を踏まえた適正な水準とすることを基本方針とする。
  具体的には、取締役の報酬は、固定報酬としての基本報酬、業績連動報酬（固定報酬としての基本
報酬と業績連動報酬をあわせて、「基準報酬」という。）及び賞与により構成する。基準報酬の算
定については、使用人の給与のうち最も高額なものに対して、役割に応じた所定の係数を乗じて求
めるものとする。なお、取締役は、固定報酬としての基本報酬の一定割合を原則として役員持株会
へ拠出し、当社株式を取得するものとする。
  また、監督機能を担う社外取締役については、その職務に鑑み、固定報酬としての基本報酬のみを
支払うこととする。

②　基本報酬(金銭報酬)の個人別の報酬等の額の決定に関する方針 (報酬等を与える時期または条件
  の決定に関する方針を含む。)
  当社の取締役の基本報酬は、月例の固定報酬とし、役位、職責、在任年数に応じて他社水準、当社
の業績、使用人の給与の水準を考慮しながら、総合的に勘案して決定するものとする。

③　業績連動報酬等ならびに非金銭報酬等の内容及び額または数の算定方法の決定に関する方針
  (報酬等を与える時期または条件の決定に関する方針を含む。)
イ. 業績指標の内容及びその選定の理由

 当社は、企業価値の持続的な向上の実現を図るインセンティブとするため、連結売上高や連結
営業利益を業績指標とする。
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ロ. 業績連動報酬等の額または数の算定方法
 業績連動報酬は、上述の連結売上高や連結営業利益等の経営数値に連動して自動的に定まる報
酬テーブルを基準に、担当職務や各期の業績、貢献度等を総合的に勘案して決定し、毎年、一定
の時期に支給する。取締役の賞与については、以下の方法で算出された額を賞与総額とし、取締
役の個々の業務執行状況を評価して決定の上、毎年一定の時期に支給する。

（連結売上高）×（売上高当期純利益率－10％）× 15％
ただし、以下、３つの条件を満たす場合に限るものとし、フリーキャッシュ・フローを考慮す
る。また、次年度以降の業績見通しを考慮し金額は減額できる。

・対前年比で増収となっていること。
・売上高当期純利益率が10％を超過していること。
・当該年度の決算短信で発表した通期業績予想の売上高と純利益を上回っていること。

※期中に業績予想を修正開示した場合は、修正後の予想値を基準とする。
ハ. 業績指標に関する実績

 当事業年度を含む連結売上高や連結営業利益の実績値は、１．(1)① 事業の経過及び成果に記載
のとおりです。

④　金銭報酬の額、業績連動報酬等の額または非金銭報酬等の額の取締役の個人別の報酬等の額に対
する割合の決定に関する方針
  業務執行取締役の種類別の報酬割合については、基本報酬：業績連動報酬＝80％：20%とする
（全社の業績目標を100%達成の場合）。

⑤　取締役の個人別の報酬等の内容についての決定に関する事項
  個人別の報酬額については取締役会決議に基づき代表取締役社長がその具体的内容について委任
を受けるものとし、その権限の内容は、各取締役の基本報酬の額及び各取締役の担当職務の業績等
を踏まえた業績連動報酬及び賞与の評価配分とする。
  取締役会は、当該権限が代表取締役社長によって適切に行使されるよう、報酬委員会に原案を諮
問し答申を得るものとし、上記の委任を受けた代表取締役社長は，当該答申の内容を尊重して決定
するものとする。
  なお、当事業年度においては、取締役から委任を受けた代表取締役社長の鄭 元鎬が取締役の個人
別の報酬額の具体的内容を決定しております。代表取締役社長に権限を委任した理由は、当社全体
の業績を俯瞰しつつ各取締役の担当領域や職責の評価を行うには、代表取締役社長が最も適してい
るためです。取締役会は、当該権限が代表取締役社長によって適切に行使されるよう、報酬委員会
に原案を諮問し、その答申を得ております。

(3) 当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容が決定方針に沿うものであると取締役会が判断し
た理由
  取締役の個人別の報酬等の内容の決定にあたっては、報酬委員会が原案について決定方針との整合
性を含めた多角的な検討を行っているため、取締役会も基本的にその答申を尊重し決定方針に沿う
ものであると判断しております。
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出席状況、発言状況及び
社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

社外取締役（監査等委員）
宮 崎 綾 子

2022年６月29日就任以降、当事業年度に開催された取締役会７回の全てに、ま
た、監査等委員会８回の全てに出席いたしました。主に、公認会計士の経験及
び知見に基づき、取締役会では積極的に意見を述べ、特に会計について専門的
な立場から監督、助言を行うなど、意思決定の妥当性・適正性を確保するため
の適切な役割を果たしております。

社外取締役（監査等委員）
松 川 知 弘

当事業年度に開催された取締役会９回全てに、また、監査等委員会11回全てに
出席いたしました。主に弁護士の経験及び知見に基づき、取締役会では積極的
に意見を述べ、特に企業法務について専門的な立場から監督、助言を行うな
ど、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための発言を行っており
ます。

社外取締役（監査等委員）
藤 吉 弘 亘

当事業年度に開催された取締役会９回の全てに、また、監査等委員会８回に出
席いたしました。主に人工知能（画像処理工学、コンピュータビジョン、AI）
の経験及び知見に基づき、取締役会では積極的に意見を述べ、特にAIについて
専門的な立場から監督、助言を行うなど、取締役会の意思決定の妥当性・適正
性を確保するための発言を行っております。

⑤　社外役員等に関する事項
イ．他の法人等の業務執行者としての重要な兼職の状況ならびに当該兼職先との関係

取締役（監査等委員）宮崎綾子氏は、スリーエム ジャパン イノベーション株式会社のジ
ャパン リージョナルコントローラーであります。当社と兼職先との間には特別の関係は
ありません。
取締役（監査等委員）松川知弘氏は、弁護士法人BridgeRoots名古屋の代表弁護士であり
ます。当社と兼職先との間には特別の関係はありません。
取締役（監査等委員）藤吉弘亘氏は、学校法人中部大学の教授であります。当社と兼職先
との間には特別の関係はありません。

ロ．他の法人等の社外役員などとしての重要な兼職の状況
該当するものはありません。

ハ．当事業年度における主な活動状況

（注）上表の取締役会の開催回数のほか、会社法第370条及び定款の規定に基づき、取締役会
決議があったものとみなす書面決議が５回ありました。
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会計監査人の状況

支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 21百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の
合計額 21

⑷　会計監査人の状況
①　名称　　　　有限責任 あずさ監査法人

②　報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監
査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠
等が適切であるかどうかについて必要な検証を行った上で、会計監査人の報酬等の額について同意の
判断をいたしました。

③　非監査業務の内容
　該当するものはありません。

④　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場
合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたしま
す。
　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、
監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査等委員会が選定
した監査等委員は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨及びそ
の理由を報告いたします。
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業務の適正を確保するための体制、会社の支配に関する基本方針

⑸　業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要
（業務の適正を確保するための体制）
取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の

適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

①取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
当社は、社内規程に基づき、各取締役の業務について、その判断及び執行のプロセスを、社内

情報システム上に記録しております。当該記録につきましては、社内規程に従って適切に保管、
管理しております。

②損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社は年に１度以上、定期的に、当社の目標に影響を与える事象のうち、当社の目標の達成を

阻害する要因（リスク）を認識し、分析、評価する活動を実施しております。また、当社の組織
変更やその他重大な変化がある場合には、その都度、当該活動を実施しております。この活動を
通じて認識されたリスクにつきまして、当社は適切と判断される対応を選択し、実施しておりま
す。

③取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
当社は、迅速な意思決定と機敏な行動のため、業務を執行する取締役に権限の委譲を行ってお

ります。各取締役は、月に１度開催される取締役会において定期的に業務の報告を行うことで、
他の取締役並びに監査等委員会のチェックを受けております。また、週に１度開催される経営会
議（社内取締役及び執行役員等の経営幹部で構成される。）において業務の連絡・報告を行うこ
とで、機動的・効率的な業務遂行を実現しております。
さらに、社内情報システムを駆使し、ワークフローによる決裁のスピードアップ、メールや文

書データベースの利用による知識共有とコミュニケーションの強化を図っております。

④取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
当社は、取締役・使用人の業務に関して、規程や要領書等を整備するとともに、運用が適正で

あることを社内監査、監査等委員会による監査等、各種監査で確認しております。
また、必要に応じて外部の専門家に助言を仰ぎ、当社に最適な体制の構築に努めております。

⑤企業集団における業務の適正を確保するための体制
当社は、子会社に対しては、関連会社管理規程に従い、適正なコントロールを維持するための
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体制を構築、維持しております。当社は、社内規程の統一を推進し、子会社に対するモニタリン
グを強化しております。子会社の取締役の業務の執行につきましては、必要に応じて当社への報
告を求めるものとし、また、子会社の業務の執行に当たりましては、関連会社管理規程に従い、
必要な権限者の承認を得て実行する体制を整備しております。
監査等委員会及び内部監査部門は、必要に応じて子会社の監査及び調査を実施しております。

⑥監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項
内部監査室に所属する使用人は、監査等委員会の職務を補助すべき使用人として、監査等委員

会の職務を補助しております。

⑦監査等委員会の職務を補助すべき使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの
独立性に関する事項及び監査等委員会の当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

当社は、監査等委員会の職務を補助すべき使用人の人事異動、人事評価、懲戒処分等について監
査等委員会の同意を得た上で決定することとするなど、当該使用人の取締役からの独立性を確保
しております。

また、監査等委員会より監査業務に必要な命令を受けた当該使用人は、その命令に関して、取
締役の指揮命令を受けないものとしております。

⑧監査等委員会への報告に関する体制及び当社の子会社の取締役等による当社の監査等委員会へ
の報告に関する体制
当社の取締役及び使用人並びに子会社の取締役及び使用人が、上司及び当社の取締役に対して

報告すべき「重要な情報」及び報告者の保護について社内規程に定めております。また、内部通
報制度の運用により、社内からの情報収集に努めております。当社の取締役及び使用人並びに子
会社の取締役及び使用人は、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実、不正もしくは法令・
定款違反等を認識した場合、監査等委員の同席する当社の取締役会で報告するものとしておりま
す。なお、当社及び子会社は、以上の監査等委員の同席する当社の取締役会への報告を理由とす
る報告者への不利益な取り扱いを禁止しております。

⑨当社の監査等委員の職務の執行について生じる費用の前払い等の処理に係る方針に関する事項
当社は、監査等委員がその職務の執行について、当社に対し費用の前払い等の請求をしたとき

は、担当部門において審議のうえ、当該請求に係る費用又は債務が当該監査等委員の職務の執行
に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理するものとしておりま
す。
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⑩その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
社内における情報のほとんどが情報システム上にあることに鑑み、選定監査等委員に社内取締

役と同等のメールシステムとデータベースアクセス権、ファイルアクセス権を付与しておりま
す。
監査等委員会は、会計監査人との間で会計監査の内容について情報交換を行うものとしており

ます。

（業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要）
当社は、上記に掲げた体制の整備をしておりますが、その基本方針に基づき、以下の具体的な

取り組みを行っております。

①取締役の職務執行について
取締役会規程に基づき、原則として毎月１度定時取締役会を開催し、必要に応じて臨時取締役

会を開催し、法令や定款に定められた事項及び重要な業務執行に関する事項について、意思決定
を行っております。各取締役は、定時取締役会において定期的に業務の報告を行い、他の取締役
ならびに監査等委員のチェックを受けております。また、週に１度開催される経営会議において
業務の連絡・報告を行っております。子会社の取締役の業務の執行については、必要に応じて当
社への報告を求め、子会社の業務の執行に当たっては、関連会社管理規程に従い、必要な権限者
の承認を得て実行しております。

②監査等委員の職務執行について
監査等委員は、監査等委員会において定めた監査方針や監査計画に基づき、監査を行うととも

に、取締役会への出席や代表取締役、会計監査人ならびに内部監査部門との間で情報交換を行
い、業務執行の適法性について監査しております。

③内部監査の実施について
内部監査部門は、内部監査計画に基づき、会社法及び金融商品取引法上の内部統制システムの

整備・改善及び業務の遂行が、各種法令や、当社の各種規程類及び経営計画などに準拠して実施
されているか、効果的、効率的に行われているかなどについて調査・チェックし、指導・改善に
向けた内部監査を実施しております。

⑹　会社の支配に関する基本方針
該当事項はありません。
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連結貸借対照表

（2023年３月31日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 及 び 純 資 産 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）
流 動 資 産 12,116,027 流 動 負 債 3,452,318

現 金 及 び 預 金
電 子 記 録 債 権
売 掛 金
有 価 証 券
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 及 び 構 築 物
機 械 装 置 及 び 運 搬 具
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
そ の 他

無 形 固 定 資 産
の れ ん
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
長 期 貸 付 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他

　

6,297,183
36,117

2,917,237
338,124
572,675
625,482
988,436
340,769

7,489,265
3,574,061
1,221,113

44,631
1,592,577

33,583
22,475

659,679
1,339,713
739,960
599,752

2,575,491
2,160,940
156,136
188,123
70,290

　

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 483,537
電 子 記 録 債 務 747,618
1年内返済予定の長期借入金 126,000
未 払 法 人 税 等 951,389
契 約 負 債 250,001
賞 与 引 当 金 122,889
役 員 賞 与 引 当 金 87,900
そ の 他 682,982

固 定 負 債 1,818,613
長 期 借 入 金 995,500
繰 延 税 金 負 債 135,985
退 職 給 付 に 係 る 負 債 614,006
資 産 除 去 債 務 27,628
そ の 他 45,492

負債合計 5,270,931
（ 純 資 産 の 部 ）
株 主 資 本 13,871,972
資 本 金 4,978,566
資 本 剰 余 金 1,209,465
利 益 剰 余 金 7,781,589
自 己 株 式 △97,649

その他の包括利益累計額 462,388
その他有価証券評価差額金 97,208
為 替 換 算 調 整 勘 定 365,180

純資産合計 14,334,361
資 産 合 計 19,605,292 負 債 純 資 産 合 計 19,605,292

連 結 貸 借 対 照 表
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連結損益計算書

（2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 15,246,170
売 上 原 価 7,178,646

売 上 総 利 益 8,067,524
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,084,726

営 業 利 益 3,982,797
営 業 外 収 益

受 取 利 息 148,923
受 取 配 当 金 7,384
為 替 差 益 78,629
受 取 賃 貸 料 48,384
そ の 他 41,374 324,696

営 業 外 費 用
支 払 利 息 2,332
賃 貸 不 動 産 関 係 費 用 36,677
休 止 固 定 資 産 関 係 費 用 558
複 合 金 融 商 品 評 価 損 20,268
そ の 他 1,206 61,042
経 常 利 益 4,246,452

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 755
そ の 他 54 809
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 4,245,642
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,285,332
法 人 税 等 調 整 額 △41,564 1,243,768
当 期 純 利 益 3,001,874
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 3,001,874

連 結 損 益 計 算 書
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連結株主資本等変動計算書

（2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

当 連 結 会 計 年 度 期 首 残 高 4,978,566 1,209,465 5,426,543 △97,606 11,516,969

当 連 結 会 計 年 度 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △646,828 △646,828

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 3,001,874 3,001,874

自 己 株 式 の 取 得 △42 △42
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 連 結 会 計 年 度
変 動 額 ( 純 額 )

－

当連結会計年度変動額合計 － － 2,355,045 △42 2,355,003

当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 4,978,566 1,209,465 7,781,589 △97,649 13,871,972

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金
為 替 換 算
調 整 勘 定

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当 連 結 会 計 年 度 期 首 残 高 85,375 270,534 355,910 11,872,879

当 連 結 会 計 年 度 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △646,828
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 3,001,874

自 己 株 式 の 取 得 △42
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 連 結 会 計 年 度
変 動 額 ( 純 額 )

11,832 94,645 106,478 106,478

当連結会計年度変動額合計 11,832 94,645 102,478 2,461,481

当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 97,208 365,180 462,388 14,334,361

連結株主資本等変動計算書
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貸借対照表

（2023年３月31日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 及 び 純 資 産 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）
流 動 資 産 9,721,391 流 動 負 債 3,329,351
現 金 及 び 預 金
電 子 記 録 債 権
売 掛 金
有 価 証 券
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料
そ の 他
固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ ェ ア
そ の 他
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
関 係 会 社 出 資 金
長 期 貸 付 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他　

4,567,080
36,117

2,843,491
338,124
525,488
606,001
633,965
171,121
7,932,408
3,551,216
1,197,427

23,686
39,740
2,765

638,960
1,592,577

33,583
22,475
99,329
98,718

610
4,281,862
2,135,584
1,615,397

48,110
156,136
264,328
62,306　

支 払 手 形 22,724
電 子 記 録 債 務 747,618
買 掛 金 442,567
１年内返済予定の長期借入金 126,000
未 払 金 46,319
未 払 費 用 468,073
未 払 法 人 税 等 935,841
契 約 負 債 158,374
預 り 金 84,019
賞 与 引 当 金 86,000
役 員 賞 与 引 当 金 87,900
そ の 他 123,912
固 定 負 債 1,676,747
長 期 借 入 金 995,500
リ ー ス 債 務 33,938
退 職 給 付 引 当 金 609,652
資 産 除 去 債 務 27,628
そ の 他 10,027

負債合計 5,006,099
（ 純 資 産 の 部 ）
株 主 資 本 12,549,142
資 本 金 4,978,566
資 本 剰 余 金 1,209,465
資 本 準 備 金 1,209,465
利 益 剰 余 金 6,458,760
利 益 準 備 金 313,750
そ の 他 利 益 剰 余 金 6,145,010
自 己 株 式 △97,649
評 価 ・ 換 算 差 額 等 98,558
その他有価証券評価差額金 98,558

純資産合計 12,647,701
資 産 合 計 17,653,800 負 債 純 資 産 合 計 17,653,800

貸　借　対　照　表
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損益計算書

（2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 12,551,933
売 上 原 価 6,239,248
売 上 総 利 益 6,312,685

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,749,920
営 業 利 益 3,562,764

営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 380,005
為 替 差 益 42,469
受 取 賃 貸 料 48,384
そ の 他 12,326 483,185

営 業 外 費 用
支 払 利 息 2,332
複 合 金 融 商 品 評 価 損 20,268
賃 貸 不 動 産 関 係 費 用 36,677
休 止 固 定 資 産 関 係 費 用 558
そ の 他 1,202 61,038
経 常 利 益 3,984,910

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 54
固 定 資 産 除 却 損 711 765
税 引 前 当 期 純 利 益 3,984,145
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,126,733
法 人 税 等 調 整 額 △26,395 1,100,337
当 期 純 利 益 2,883,807

損　益　計　算　書

－ 28 －



事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

2023/05/25 10:04:56 / 22950437_ｓａｎｔｅｃ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ株式会社_招集通知_電子提供措置用

株主資本等変動計算書

（2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資本金
資本剰余金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合　　計資本準備金 利益準備金 その他利益剰余金 利益剰余金合計

当 期 首 残 高 4,978,566 1,209,465 313,750 3,908,030 4,221,780 △97,606 10,312,206

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △646,828 △646,828 △646,828

当 期 純 利 益 2,883,807 2,883,807 2,883,807

自 己 株 式 の 取 得 － △42 △42
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) － －

当 期 変 動 額 合 計 － － － 2,236,979 2,236,979 △42 2,236,939

当 期 末 残 高 4,978,566 1,209,465 313,750 6,145,010 6,458,760 △97,649 12,549,142

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純資産合計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金
評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 84,636 84,636 10,396,842

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － △646,828

当 期 純 利 益 － 2,883,807

自 己 株 式 の 取 得 － △42
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) 13,922 13,922 13,922

当 期 変 動 額 合 計 13,922 13,922 2,250,858

当 期 末 残 高 98,558 98,558 12,647,701

株主資本等変動計算書
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連結計算書類に係る会計監査報告書

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 松 木 豊
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 中 野 孝 哉

独立監査人の監査報告書
2023年５月23日

santec Holdings株 式 会 社
取 締 役 会　御 中

有限責任 あずさ監査法人
　　名古屋事務所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、ｓａｎｔｅｃ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ株式会社（旧社名ｓａ
ｎｔｅｃ株式会社）の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連
結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、ｓａｎｔｅｃ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の
財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準
における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人
は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人とし
てのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入
手したと判断している。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示
することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締
役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ
の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の
記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討するこ
と、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことに
ある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実
を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成
し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結計算書類に係る会計監査報告書

　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す
る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。
連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な
虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対す
る意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計する
と、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断され
る。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専
門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査

手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十
分かつ適切な監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リ
スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討す
る。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理
性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠
に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められ
るかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連
結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切で
ない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査
報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で
きなくなる可能性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
いるかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類
が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証
拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、
単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、 監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制
の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行
う。
　監査人は、 監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、
並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー
フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関
係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告書

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 松 木 豊
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 中 野 孝 哉

独立監査人の監査報告書
2023年５月23日

santec Holdings株 式 会 社
取 締 役 会　御 中

有限責任 あずさ監査法人
　　名古屋事務所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、ｓａｎｔｅｃ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ株式会社（旧社
名ｓａｎｔｅｃ株式会社）の2022年４月１日から2023年３月31日までの第44期事業年度の計算書類、すなわ
ち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類
等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認
める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準
における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、
我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上
の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい
る。
強調事項
　個別注記表の重要な後発事象に関する注記に、（会社分割による持株会社体制への移行）が記載されている。
当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示
することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締
役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその
他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記
載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、
また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにあ
る。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実
を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類に係る会計監査報告

－ 32 －
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計算書類に係る会計監査報告書

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し
適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切である
かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事
項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。
計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚
偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意
見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計
算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専
門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査

手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十
分かつ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リス
ク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討す
る。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理
性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に
基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められる
かどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算
書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場
合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日
までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくな
る可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい
るかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎
となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制
の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行
う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、
並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー
フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査等委員会の監査報告書

監　査　報　告　書
　当監査等委員会は、２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日までの第４４期事業年度における取締役の
職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第1項第1号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並びに当
該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の
状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実
施しました。

①　監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、重要な会議に
出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重
要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しました。また、子会
社については、子会社の取締役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を
受けました。

②　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会
計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人
から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事
項）を「監査に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通
知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算
書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結
損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま
す。

監査等委員会の監査報告

－ 34 －
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監査等委員会の監査報告書

2023年５月24日

監 査 等 委 員 宮 崎 綾 子 ㊞
監 査 等 委 員 松 川 知 弘 ㊞
監 査 等 委 員 藤 吉 弘 亘 ㊞

santec Holdings株式会社 監査等委員会

　

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められませ
ん。

③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システ
ムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められませ
ん。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶　連結計算書類の監査結果
　会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(注)監査等委員　宮崎綾子、松川知弘及び藤吉弘亘は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取
締役であります。

以　上
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剰余金の処分の件

株主総会参考書類

第１号議案　　剰余金の処分の件

当社は、業績ならびに当社グループを取り巻く経営環境や将来の事業展開に備えた内部留保等
を総合的に勘案し、安定配当の維持に努めることを基本方針としております。

当期の期末配当につきましては、以下のとおりとさせていただきたいと存じます。
これにより、当期の年間配当金は、先に実施しました中間配当金30円と合わせて１株につき

80円となります。

期末配当に関する事項
⑴　配当財産の種類
　　金銭といたします。

⑵　配当財産の割当てに関する事項及びその総額
　　当社普通株式１株につき金50円
　　総額 588,024,950円

⑶　剰余金の配当が効力を生じる日
　　2023年６月22日

－ 36 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当（重要な兼職の状況） 所有する当社の株式数

再 任
１

　

てい

鄭󠄁
 

　
 

　
もと

元
たか

鎬
（1963年9月18日）

    1989年    8 月 当社入社
    1998年    4 月 SANTEC U.S.A.CORPORATION取締役副社長
    2000年    6 月 当社取締役
    2001年    7 月 SANTEC U.S.A.CORPORATION代表取締役（現）
    2005年    7 月 当社常務取締役及び営業統括
    2007年    4 月 海外部長

SANTEC EUROPE LTD.代表取締役
    2010年    6 月 当社取締役副社長
    2011年    4 月 営業管理部門統括

海外事業統括
    2012年    6 月 業務部門統括
    2014年    4 月 営業統括部門統括
    2018年    7 月 代表取締役副社長
    2020年    4 月 代表取締役社長

2022年６月 代表取締役社長 CEO（現）

－

[重要な兼職の状況]
SANTEC U.S.A. CORPORATION代表取締役

候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当（重要な兼職の状況） 所有する当社の株式数

再 任
２

　
てい

鄭󠄁
 

　
 

　
だい

台
こう

鎬
（1962年7月16日)

    1991年    4 月 当社入社
    1994年    5 月 専務取締役営業本部長
    1999年    1 月 研究開発本部長
    2001年    2 月 代表取締役専務
    2001年    9 月 代表取締役社長
    2001年    12月 SANTEC EUROPE LTD.代表取締役
    2002年    6 月 圣徳科(上海)光通信有限公司董事長兼総経理（現）
    2018年    10月 SANTEC EUROPE LTD.代表取締役（現）
    2020年    4 月 取締役会長

2022年６月 取締役副社長 CSO（現）
2023年４月 santec AOC株式会社 監査役（現）

504,000株

[重要な兼職の状況]
圣徳科（上海）光通信有限公司董事長
SANTEC EUROPE LTD.代表取締役
santec AOC株式会社監査役

第２号議案　　取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

取締役（監査等委員である取締役を除く。）全員（４名）が、本総会終結の時をもって任期満
了となりますので、取締役４名の選任をお願いするものです。

取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者は、次のとおりであります。
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当（重要な兼職の状況） 所有する当社の株式数

再 任
３

　
め

女
か

鹿
だ

田
 

　
なお

直
ゆき

之
(1960年8月27日）

    1985年    4 月 株式会社富士通研究所入社
    1991年    4 月 当社入社
    1994年    5 月 常務取締役
    2003年    4 月 製品企画部長
    2004年    12月 研究開発部門及び技術部門統括
    2009年    4 月 光部品ﾋﾞｼﾞﾈｽﾕﾆｯﾄ及び光測定器ﾋﾞｼﾞﾈｽﾕﾆｯﾄ統括
    2010年    4 月 光部品ﾋﾞｼﾞﾈｽﾕﾆｯﾄ統括
    2012年    6 月 資材部門統括
    2018年    4 月 生産・技術統括
    2018年    7 月 専務取締役、資材部門統括
    2020年    4 月 取締役副社長

2022年６月 取締役副社長 COO（現）
2023年４月 santec OIS株式会社監査役（現）

114,600株

[重要な兼職の状況]
santec OIS株式会社監査役

候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当（重要な兼職の状況） 所有する当社の株式数

再 任
４

　

てい

鄭󠄁
 

　
 

　
まさ

昌
たか

鎬
（1970年2月15日）

    1995年    7 月 オムロン株式会社入社
    1998年    7 月 株式会社ｻﾝﾃｯｸﾌｫﾄﾆｸｽ研究所入社
    2002年    9 月 当社入社
    2009年    4 月 OCTﾋﾞｼﾞﾈｽﾕﾆｯﾄ長
    2010年    4 月 光ｼｽﾃﾑﾋﾞｼﾞﾈｽﾕﾆｯﾄ長
    2010年    6 月 取締役光ｼｽﾃﾑﾋﾞｼﾞﾈｽﾕﾆｯﾄ統括
    2014年    4 月 光画像ｾﾝｼﾝｸﾞﾋﾞｼﾞﾈｽﾕﾆｯﾄ統括
    2014年    7 月 研究開発統括及び常務取締役
    2020年    4 月 取締役副社長

2022年６月 取締役副社長 CTO（現）
2022年10月 SANTEC GLOBAL CORPORATION

代表取締役（現）
2023年４月 santec LIS株式会社監査役（現）

－

[重要な兼職の状況]
SANTEC GLOBAL CORPORATION代表取締役
santec LIS株式会社監査役

（注）１．各候補者と当社の間には特別の利害関係はありません。
２．当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間

で締結し、株主や第三者等から損害賠償請求を提起された場合において、被保険者が負担
することになる損害賠償金・争訟費用等の損害を当該保険契約により塡補することとして
おります。各候補者は、当該保険契約の被保険者に含められることとなります。また、次
回更新時には同内容での更新を予定しております。

以　上
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

取締役候補者 グローバル経営
・事業戦略

営業・
マーケティング

技術・
イノベーション

財務・会計
・M&A

法務・知財・
リスクマネジメント

ESG（環境・
社会・ガバナンス）

鄭󠄁　元鎬 ◆ ◆ ◆

鄭󠄁　台鎬 ◆ ◆ ◆ ◆

女鹿田　直之 ◆ ◆ ◆

鄭󠄁　昌鎬 ◆ ◆ ◆

宮崎　綾子 ◆

松川　知弘 ◆

藤吉　弘亘 ◆

（ご参考）

スキルマトリックス

－ 39 －
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地図

会場 当社　santecホール
愛知県小牧市大字大草字年上坂5823番地　電話　(0568)79-3535(代表)

交通

お 車
国道19号線「春日井ＩＣ」から多治見方面へ向かい「宮ノ上」交差
点を左折後約１km直進して左方に建物が見えます。
（「春日井ＩＣ」より約5.6km、「小牧東ＩＣ」より約４kmです。）

公共交通機関
JR中央線「高蔵寺駅」からタクシーで約20分です。
（「名古屋駅」から「高蔵寺駅」までの所要時間は約30分です。）
※高蔵寺駅より総会会場への送迎がございます。 　

高蔵寺駅 北口

改札口

南口

ロータリー

送迎車
出発場所

至名古屋 至多治見
【発車時刻】午前９時30分

【集合場所】高蔵寺駅南口ロータリー
（左記ご参照ください。）

※お帰りの便は、株主総会終了後に出発いた
します。

株主総会会場ご案内図

155

19

平和公園第二
潮見坂墓園
(平和公園)

至 小牧東IC

中央自動車道

愛知文教大

東名高速道路

春日井IC

平和公園第二
潮見坂墓園
(平和公園)

高蔵寺

春日井
インター東

坂下町6南

宮ノ上

送迎車のご案内（ＪＲ高蔵寺駅）

クールビズ対応について
　本総会におきましては、節電のため、会場の室温を調整した上で、役職員が軽装にて
対応させていただきます。株主の皆様におかれましても、軽装にてご出席くださいま
せ。ご理解、ご協力の程、宜しくお願い申し上げます。


